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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年12月期中間期 13,509 － 514 － 521 － 336 －

2024年12月期中間期 － － － － － － － －

（注）中間包括利益 2025年12月期中間期 258百万円 （ － ％） 2024年12月期中間期 －百万円（ － ％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2025年12月期中間期 219.15 －

2024年12月期中間期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年12月期中間期 16,064 7,003 42.1

2024年12月期 16,432 6,762 39.7

（参考）自己資本 2025年12月期中間期 6,764百万円 2024年12月期 6,528百万円

年間配当金

中間期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭

2024年12月期 0.00 100.00 100.00

2025年12月期 0.00

2025年12月期（予想） 60.00 60.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,323 5.6 933 2.2 943 △1.5 652 △6.6 413.93

１．2025年12月期中間期の連結業績（2025年1月1日～2025年6月30日）

(注)１．当社は、2025年3月31日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり中間純利益」を算定しております。

２．2025年12月期中間期より中間連結財務諸表を作成しているため、2024年12月期中間期の数値及び対前年中間期増
減率並びに2025年12月期中間期の対前年中間期増減率については記載しておりません。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　２．当社は2025年3月31日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。2024年12月期につい

ては当該株式分割前の実際の配当金の額を、2025年12月期及び2025年12月期（予想）については、当該株式分

割後の配当金の予想額を記載しております。

３．2025年12月期の連結業績予想（2025年1月1日～2025年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　　　２．当社は2025年3月31日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年12月期中間期 1,795,000株 2024年12月期 1,795,000株

②  期末自己株式数 2025年12月期中間期 261,398株 2024年12月期 261,398株

③  期中平均株式数（中間期） 2025年12月期中間期 1,533,602株 2024年12月期中間期 1,533,602株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  － 社 （社名）－  、除外  － 社 （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：有

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は2025年3月31日付で普通株式１株につき10株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数、期末自己株式数、期中平均株式数（中間期）を
算定しております。

※  中間決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

　当中間連結会計期間（2025年1月1日～2025年6月30日）におけるわが国経済は、インバウンドの増加や雇用・所得

環境の改善により、緩やかな改善は見られましたが、社会問題にもなったコメ価格の高騰に代表されるような物価高

の影響により実質賃金は上がっておらず、個人の消費マインドは引き続き低迷しております。加えて、不安定な米国

通商政策のリスク、イスラエルと周辺地域の武力衝突・ロシアのウクライナ侵攻による地政学的リスクなど、依然と

して先行きを見通すことが困難な状況が続いております。

　この様な状況のもと、当社グループは2025年度を初年度とする第8次三ヶ年経営計画に基づき、酸化チタンなど新

規取り扱い製品の拡大や新規市場への参入を目指した展示会への出展などによるマーケティング活動、DX投資による

データ管理の効率化等の重点施策に取組み、グローバルマーケットにおける「色と光の専門商社」としての基盤強化

と市場の拡大に努めております。

　この結果、当連結中間会計期間の経営成績は、当社の主要な取引先での昨年からの生産減少による需要の回復が計

画段階ほどには至っておらず販売数量は伸びなかったものの、売上高は13,509,867千円となりました。利益について

は、営業利益514,242千円、経常利益521,463千円、親会社株主に帰属する当期純利益336,084千円となりました。

　なお、当社グループの事業セグメントは化学品卸売事業の単一のセグメントであるため、セグメント別の記載はご

ざいません。

（２）当中間期の財政状態の概況

　当中間連結会計期間末における総資産は、前中間連結会計期間末に比べ368,458千円減少し、16,064,142千円とな

りました。

　これは主に、現金及び預金が128,912千円、商品が731,941千円それぞれ増加した一方で、受取手形が210,004千

円、電子記録債権が138,877千円、売掛金が874,422千円それぞれ減少したことによるものであります。負債は、前中

間連結会計期間末に比べて、609,929千円減少し9,060,166千円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が

872,128千円、電子記録債務が69,372千円、賞与引当金が24,510千円それぞれ減少した一方で、短期借入金が83,973

千円、1年内返済予定の長期借入金が94,461千円、長期借入金が188,054千円それぞれ増加したことによるものであり

ます。純資産は、前中間連結会計期間末に比べ241,470千円増加し、7,003,975千円となりました。これは主に、利益

剰余金が320,748千円増加したことによるものであります。

（資産）

　当中間連結会計期間末における資産合計は、前中間連結会計期間末に比べ368,458千円減少（対前期比 2.2％減）

し、16,064,142千円となりました。

　流動資産の減少308,840千円は、主に売掛金及び受取手形が減少したこと等によるものであります。

　固定資産の減少59,618千円は、主に投資有価証券、退職給付に係る資産、有形固定資産及び無形固定資産が減少し

たこと等によるものであります。

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は、前中間連結会計期間末に比べ609,929千円減少（対前期比 6.3％減）

し、9,060,166千円となりました。

　流動負債の減少793,710千円は、主に支払手形及び買掛金が減少したものの、短期借入金及び１年内返済予定の長

期借入金が増加したこと等によるものであります。

　固定負債の増加183,780千円は、主に長期借入金が増加したこと等によるものであります。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は、前中間連結会計期間末に比べ241,470千円増加（対前期比3.6％減）

し、7,003,975千円となりました。これは、主に為替換算調整勘定、利益剰余金及び非支配株主持分が増加したこと

等によるものであります。

　この結果、自己資本比率は42.1％（前中間連結会計期間末より2.4ポイント増加）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現時点において、2025年12月期の連結業績予想（通期）は、2025年7月18日公表の「東京証券取引所 TOKYO PRO 

Marketへの上場に伴う当社決算情報等のお知らせ」で公表した数値から修正しておりません。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年12月31日）

当中間連結会計期間
（2025年６月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,178,597 1,307,510

受取手形 422,189 212,185

電子記録債権 1,494,302 1,355,425

売掛金 5,008,956 4,134,534

商品 5,415,589 6,147,530

その他 115,228 168,639

貸倒引当金 △ 1,160 △ 961

流動資産合計 13,633,703 13,324,863

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 205,394 205,566

減価償却累計額 △ 76,349 △ 81,421

建物及び構築物（純額） 129,045 124,144

機械装置及び運搬具 51,742 57,569

減価償却累計額 △ 41,832 △ 42,570

機械装置及び運搬具（純額） 9,910 14,999

土地 116,202 116,202

リース資産 17,299 17,299

減価償却累計額 △ 3,563 △ 5,293

リース資産（純額） 13,736 12,006

その他 86,573 87,185

減価償却累計額 △ 76,338 △ 78,415

その他（純額） 10,235 8,770

有形固定資産合計 279,129 276,123

無形固定資産

ソフトウエア 27,214 26,069

その他 1,312 1,133

無形固定資産合計 28,527 27,203

投資その他の資産

投資有価証券 1,925,870 1,914,822

繰延税金資産 11,656 6,392

退職給付に係る資産 387,573 376,472

その他 245,310 201,696

貸倒引当金 △ 79,170 △ 63,431

投資その他の資産合計 2,491,240 2,435,952

固定資産合計 2,798,897 2,739,278

資産合計 16,432,600 16,064,142

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2024年12月31日）

当中間連結会計期間
（2025年６月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,119,227 3,247,098

電子記録債務 354,829 285,456

短期借入金 3,317,763 3,401,736

１年内返済予定の長期借入金 484,900 579,361

リース債務 3,808 3,808

未払法人税等 176,373 159,528

賞与引当金 53,550 29,040

その他 167,373 178,085

流動負債合計 8,677,825 7,884,114

固定負債

長期借入金 156,550 344,605

リース債務 11,424 9,520

繰延税金負債 441,272 430,032

役員退職慰労引当金 264,600 264,500

退職給付に係る負債 102,767 111,728

その他 15,655 15,665

固定負債合計 992,270 1,176,051

負債合計 9,670,095 9,060,166

純資産の部

株主資本

資本金 96,500 96,500

資本剰余金 15,421 15,421

利益剰余金 5,503,909 5,824,658

自己株式 △ 132,689 △ 132,689

株主資本合計 5,483,141 5,803,889

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 843,077 799,394

為替換算調整勘定 202,694 160,842

その他の包括利益累計額合計 1,045,771 960,237

非支配株主持分 233,592 239,848

純資産合計 6,762,504 7,003,975

負債純資産合計 16,432,600 16,064,142
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（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年６月30日）

売上高 13,509,867

売上原価 11,811,362

売上総利益 1,698,505

販売費及び一般管理費 1,184,262

営業利益 514,242

営業外収益

受取利息 1,298

受取配当金 32,743

為替差益 1,619

その他 14,065

営業外収益合計 49,726

営業外費用

支払利息 24,173

電子記録債権売却損 15,626

その他 2,706

営業外費用合計 42,506

経常利益 521,463

税金等調整前中間純利益 521,463

法人税等 167,426

中間純利益 354,036

非支配株主に帰属する中間純利益 17,951

親会社株主に帰属する中間純利益 336,084

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（単位：千円）

当中間連結会計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年６月30日）

中間純利益 354,036

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △ 43,682

為替換算調整勘定 △ 51,986

その他の包括利益合計 △ 95,668

中間包括利益 258,367

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 250,550

非支配株主に係る中間包括利益 7,816

（中間連結包括利益計算書）
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（３）中間連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

　（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正会

計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-3項た

だし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　

2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65-2項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おります。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表にお

ける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から適用しており

ます。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務諸表となっておりま

す。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更に関する注記）

　　該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

　（税金費用の計算）

　　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積もり、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（セグメント情報等の注記）

　　当社グループは、化学品卸売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。
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（重要な後発事象に関する注記）

　　　（特定投資家向け取得勧誘による自己株式の処分）

　　　　当社は、2025年7月18日付で東京証券取引所 TOKYO PRO Marketに上場いたしました。

　　　　この上場にあたり、2025年6月13日及び2025年7月1日開催の取締役会において、自己株式の処分を次のとおり決

議し、2025年7月17日に払込が完了いたしました。

　　　　(1) 募集方法

　　　　　　　特定投資家向け取得勧誘（ブックビルディング方式に準拠した募集）

　　　　(2) 処分する自己株式の種類及び数

　　　　　　　当社　普通株式　90,000株

　　　　(3) 処分価格

　　　　　　　１株当たり2,450円　　注１

　　　　(4) 発行価額

　　　　　　　１株当たり2,082.50円　　注２

　　　　(5) 資本組入額及び資本組入れ額の総額

　　　　　　　自己株式の処分のため、払込金額は資本組入れされません。

　　　　(6) 処分価格の総額

　　　　　　　220,500千円

　　　　(7) 発行価額の総額

　　　　　　　187,425千円

　　　　(8) 払込期日

　　　　　　　2025年7月17日

　　　　(9) 資金使途

　　　　　　　当社及び当社グループの成長投資のための準備費用等に充てる予定であります。

　　　　　注１：本取得勧誘に対する申込みの際に投資家が当社に対して支払う１株当たりの金額

　　　　　注２：会社法上の１株当たりの払込金額
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